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検
察
当
局
に
よ
る
国
会
で
の
答
弁
に
対
す
る
柳
田
稔
法
務
大
臣
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
九
月
七
日
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
侵
入
し
た
中
国
漁
船
が
、
我
が
国
の
海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
衝
突
す
る
事
件
（
以
下
、

「
衝
突
事
件
」
と
い
う
。
）
が
起
き
た
。
右
を
受
け
、
同
月
八
日
、
石
垣
海
上
保
安
部
は
同
漁
船
の
�
其
雄
船
長
を
公
務
執
行

妨
害
の
容
疑
で
逮
捕
し
た
も
の
の
、
同
月
二
十
四
日
、
那
覇
地
方
検
察
庁
の
鈴
木
亨
次
席
検
事
は
、
そ
の
�
船
長
を
処
分
保
留

と
し
て
釈
放
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
�
船
長
は
翌
二
十
五
日
午
前
一
時
半
過
ぎ
に
釈
放
さ
れ
、
中
国
政
府
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機

で
帰
国
し
て
い
る
。
右
に
関
し
、
本
年
十
月
二
十
一
日
の
参
議
院
法
務
委
員
会
で
柳
田
稔
法
務
大
臣
は
、
「
法
律
の
解
釈
運
用

の
議
論
な
の
で
、
ど
う
ぞ
検
察
当
局
と
十
分
議
論
し
て
下
さ
い
。
い
ろ
ん
な
人
を
呼
ん
で
き
て
、
議
論
し
て
下
さ
い
」
と
答
弁

し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

一
般
に
国
会
に
お
い
て
、
検
察
当
局
に
関
す
る
質
問
が
な
さ
れ
た
場
合
、
検
察
当
局
の
者
で
は
な
く
、
法
務
大
臣
は
じ
め

法
務
省
職
員
が
答
弁
に
立
つ
こ
と
が
通
常
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

過
去
に
国
会
に
お
い
て
、
検
察
庁
に
関
連
し
、
解
釈
並
び
に
運
用
等
、
い
わ
ゆ
る
法
律
の
詳
細
な
質
問
が
な
さ
れ
た
際
、

法
務
大
臣
並
び
に
法
務
省
職
員
が
国
会
の
答
弁
に
立
た
ず
、
検
察
当
局
の
者
が
答
弁
に
立
っ
た
と
い
う
事
例
は
あ
る
か
。

三

前
文
で
挙
げ
た
柳
田
大
臣
の
発
言
の
真
意
如
何
。

一



四

検
察
庁
も
法
務
省
に
属
す
る
機
関
の
一
つ
で
あ
り
、
法
務
大
臣
の
指
揮
下
に
あ
る
と
承
知
す
る
。
前
文
で
挙
げ
た
よ
う

に
、
柳
田
大
臣
が
「
衝
突
事
件
」
に
関
し
て
、
自
ら
答
弁
を
す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
検
察
当
局
と
議
論
す
る
よ
う
促
す
と

い
う
の
は
、
検
察
当
局
を
指
揮
す
べ
き
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
の
職
責
を
放
棄
し
た
こ
と
に
等
し
い
の
で
は
な
い
の
か
。

五

前
文
で
挙
げ
た
柳
田
大
臣
の
発
言
は
、
「
衝
突
事
件
」
に
関
し
、
検
察
当
局
の
者
を
国
会
に
招
致
す
る
こ
と
を
認
め
た
も

の
と
理
解
し
て
良
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


